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『奉仕と親睦
　　　そして財団』
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持続可能なロータリーに！
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奉仕の理想

テーマ

卓話 上  島　睦  美　様 会場：「まなべの館」

会　長　の　時　間
幸道　森市　会長
　先週は尼崎東RCをお迎えしての例会でした。15名の方に来ていただき、盛会
の例会が行えました。特に岩尾親睦委員長、梅田幹事、ご苦労様でした。夜の懇親
会にご出席いただいた会員の皆様もありがとうございました。
　経済といいますか、優良企業に仕掛けられる仁義なきTOB・M＆Aについて、セ

ブンイレブンは米国ファンドから、牧野フライスはニデックからと、簡単に言うと乗っ取りを仕掛けられて
います。フジテレビもそうですね。優良な会社になったと喜んでもいられません。

幹　事　報　告　・　委　員　会　報　告　
梅田吉臣　幹事
・４月18日の尼崎東RCとの合同例会・懇親会に、皆様のご協力ありがとうございま
した。
・次週5月2日は休会です。
・次々週５月9日は移動例会（まなべの館見学と理事会）となります。

・5月16日にクラブ協議会（新旧合同）が予定されています。
大橋良史　社会奉仕委員長
　4月12日に行われた横断歩道の安全祈願と注意喚起灯設置活動が無事に終了
したことが報告されました。地区補助金306万円とクラブ資金80万円が活用され
たとのことです。橋本宮司様による全祈願と渡り初めがスムーズに行われたことに
も感謝が述べられました。

笹尾昌敬　青少年奉仕委員長
　ローターアクトクラブが4月27日（日曜日）に西山公園で行う清掃活動への参加が呼びかけられました。午前10時半からの
開始で、散歩がてらの参加を推奨されました。
山崎隆弘　副幹事
　地区協議会の詳細が報告されました。福井西RC、福井水仙RC、鯖江RCの3クラブが大型バスを共

同利用して参加したとのことです。地区協議会の内容としては、次年度予算が若干変更され、ガバナー事務所の分担金が
5,000円から6,000円に（1人あたり1,000円増）、地区大会の分担金が10,000円から11,000円に（1,000円増）、地区研修教

育会の負担金がこれまでの「なし」から9,000円に（9,000円増）変更されたことが説明されました。これは財政が厳しいという
理由からで、協力が求められています。また、地区協議会での講演では、4月19日が誕生日の千原出さんが102歳になられ、原
稿なしで堂々と話されたことが報告されました。
帰山明朗奉仕プロジェクト委員長
　5月9日の移動例会「みんながまる展」会場での作品準備や当日の手伝いなど、会員への協力依頼が再度行われました。
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にこにこＢＯＸ報告

テーマ卓　話 「 お せ っ 会 」上  島　睦  美　様

幸道　森市　会員
梅田　吉臣　会員
齋藤多久馬　会員
窪田　健一　会員
清水　康弘　会員

上嶋様今日はありがとうございます。よろしくお願いいたします。

先週尼崎東ＲＣの懇親会にご協力頂きましてありがとうございました。

上島様の卓話に期待して。

上島様の卓話楽しみに。

上島さんの卓話楽しみです。 ニコニコ報告
野呂　和夫

ニコニコ委員長

大橋　良史　会員
山﨑　隆弘　会員
増永　英彦　会員
佐野　直美　会員
野呂　和夫　会員

上島様の卓話を楽しみに。

4/19地区協議会お疲れ様でした。

上島様の卓話楽しみです。

上島様をお迎えして。様々なボランティア活動のご活躍に尊敬します。

上島様の卓話楽しみに。

卓話者：上島　睦美　様
テーマ：「おせっ会」
　鯖江おせっ会は、福井県鯖江市を拠点とするおもてなしグループです。代表の上島様が8年前に一人で開始し、サン
ドーム福井来場者へのおもてなしを主としています。活動のきっかけは、雨の日の駅で困る松葉杖の来場者を目撃した
こと、そして自身が韓国で受けた温かいおもてなし体験から、「鯖江で恩返しをしたい」「鯖江をもっと好きになってほし
い」との思いが募ったためです。
　活動当初、サンドーム周辺は夜道が暗く、道案内や充電、飲食店、タクシー、コインロッカー不足など、来場者の困り事

が多発していました。「鯖江には何もない」という声や、ライブ後に迷子になる人もいたといいます。
　おせっ会は、鯖江駅（現在はハピラインふくい鯖江駅）やサンドーム周辺で、道案内、荷物預かり、緊急時の対応（頭痛薬、壊れた靴の応急処置、カイ
ロなど）、雨天時の傘貸し出し（約150本確保）、夜間道標となるソーラーチューリップ（約400本）の設置、冬季の自主的な除雪（市役所の協力も得て）
等を行っています。また、メガネモニュメントでの記念撮影手伝いや地元商店への案内を通じ、地域経済への貢献も促進。活動範囲はサンドーム西駅
や福井鉄道駅、ツツジ祭りなど、鯖江の様々なイベントに広がっています。
　現在、約35人のメンバー（平均年齢60歳超）が黄色いシャツを着用して活動。活動資金は、行政からの支援をあえて受けず、メンバーからの入会金
（3000円）やポロシャツ代など（約1万円）、上島様個人の負担、来訪者からの差し入れで賄われています。これは、行政の介入を避け、自分たちの「や
りたい」という思いで自由に活動を維持するためです。
　おせっ会の活動は多くの感動を呼び、「こんなおもてなしは初めて」「鯖江最高、また来ます」といった感謝の声や手紙、プレゼントが多数寄せられ
ています。X（旧Twitter）のフォロワーは4000人を超え、投稿は45,000人以上に見られることも。福井、京都、鳥取の新聞に加え、上島様念願の韓国の
朝鮮日報にも記事が掲載され、鯖江の認知度向上に大きく貢献しています。活動の理念は「相手が主役」「見返りを求めない」であり、ふるさと納税も
辞退を促すほど徹底しています。
　サンドーム関連の活動以外にも、シングル家庭の子どもたちへの弁当提供（月に約40食）といった学習支援活動も実施しています。上島様はかつて
大病を患ったものの、「おせっ会をしている間は元気」と語っており、その情熱が活動を力強く支えています。連携し、来場者全員がスムーズに移動で
きるよう協力しています。また、来場者におしゃれをしてきてもらえるよう、暖かい服装や丈夫な靴を促す一方で、地元の店（マルサンなど）で靴や傘を
購入するよう誘導し、地域に経済効果をもたらすことにも貢献しています。メガネミュージアム以外でもメガネが買える店を紹介し、実際に購入につな
がった例も紹介されました。
　活動の成果として、来場者からは「ありがとう」「また来ます」「鯖江最高」といった感謝の声が多数寄せられ、お土産やプレゼント、お礼の手紙なども
届いているとのことです。SNS（X）でのフォロワー数は4000人を超え、投稿の閲覧数は4万5000人に達しており、その影響力の大きさに驚きと恐縮の
念を述べています。過去には一言の投稿で2時間炎上した経験があり、2日間かけて謝罪し続けることで事態を収拾したエピソードも披露し、その経
験から「人のためになるお切会」を目指すという決意を新たにしました。 「鯖江が大好きになりました」「毎年ありがとう」といった声の他、活動がきっか
けでふるさと納税で鯖江市に寄付する人も現れ、地域活性化にも貢献しています。自治体は寄付理由を教えてくれないものの、寄付者から「お切会さ
んのために使ってほしい」といったコメントが寄せられることで、その事実が判明したとのことです。 メディアへの露出も増え、福井新聞Dや京都の新
聞、鳥取の新聞に掲載された他、上島様念願の朝鮮日報にもハングルで記事が掲載されたことを非常に喜んでいました。これらの活動を通じて、福井
県外の人々に「鯖江」の知名度が向上し、大阪に行っても「鯖江の人？」と聞かれるようになったと語られました。
「サバエお切会」の活動理念は、「相手が主役で、見返りを求めない」ことです。ふるさと納税もやめてほしいと伝えているそうです。行政からの資金援
助は一切受けておらず、その理由として「行政主体になることや行政の言うことを聞くのが嫌だから」と明言しました。活動資金は、メンバーからの入
会金（3,000円、ポロシャツ代などで合計1万円程度）と、上島様を含むメンバーの自費で賄われています。例えば、ソーラーチューリップは鯖江の補助
金で購入したものの、電池などは入会金から購入しているとのことです。冬の交差点の暗さ対策として、軽トラックを並べて電気を当てていたところ、
当時の牧野市長が見てくれて電灯をつけてくれたというエピソードも紹介されました。
「鯖江おせっ会」以外のボランティア活動も紹介されました。
•学習支援:・つつじ祭りでの「おもてなし会」:・観光案内・鯖江タクシーと連携してスムーズな送迎・傘の貸し出し（150本ほど用意し、過去には100本
ほど貸し出し、そのうち20本程度は戻ってこない）・楽しい思い出で帰ってほしいという思いで活動していると説明されました。

上島様の卓話楽しみです。


